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二
四
二

「本

無

義
」
考

林

伝

芳

西
晋

時
代
の
仏
教
思
想
界
に
お
い
て
、
般
若
経
典
の
教
理
的
根
拠
で

あ
る
空

に
つ
い
て
の
解
釈
が
分
岐
し
、
そ
の
代
表
的
な
も
の
に
三
家
の

説
が
あ
る
こ
と
を
は
じ
め
て
明
ら
か
に
し
た
の
は
僧
肇
撰
述
の
『
肇
論
』

で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の

『
肇
論
』
に
は
、
三
家
の
学
説
は
紹
介
さ
れ

て
い
る
も
の
の
、
三
家
の
名
義
に
つ
い
て
の
説
明
が
不
十
分
で
あ
つ
た

た
め
に
、
後
世
に
い
ろ
い
ろ
な
問
題
を
残
し
た
。
そ
の
中
の
本
無
に
つ

い
て
言
え
ぱ
、「
本
無
論
者
は
ど
う
い
う
説
を
唱
え
た
か
」
に
つ
い
て
は
、

き
わ
め
て
明
快
に
の
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
「
本
無
と
は
何
か
」
に
つ
い
て

の
部
分
は
は
つ
き
り
し
な
か

つ
た
。

こ
の
た
め
に
、
の
ち
の
注
疏
家
た

ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
観
点
か
ら
本
無
の
意
味
を
模
索
し
、

こ
れ
を
附
会
し

て
解
釈
し
よ
う
と
し
た
の
で
、

つ
い
に
見
解
が
分
か
れ
る
に
至

つ
た
。

し
た
が

つ
て
、
本
無
説
の
内
容
は
ど
う
で
あ
る
か
、
ま
た
そ
れ
は
誰
の

説
で
あ

る
か
、
と
い
う
問
題
を
探
討
す
る
前
に
、
本
無
と
は
何
か
、
つ

ま
り
本
無
の
定
義
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

本
無
と
い
う
言
葉
が
仏
教
語
と
し
て
漢
訳
仏
典
に
は
じ
め
て
現
わ
れ

る
の
は
支
婁
迦
識
訳
の

『
道
行
般
若
経
』
に
お
い
て
で
あ
る
。

こ
の
経

の
第
十
四
品
が

「
本
無
品
」
と
な
つ
て
お
り
、

経
文
に
も

「
一
切
皆
本

無
、
亦
復
無
本
無
」
と
い
う
語
句
が
見
ら
れ
る
。

こ
の
経
の
同
本
異
訳

と
さ
れ
る
支
謙
訳
の

『
大
明
度
経
』
と
竺
仏
念
訳
の
『摩
詞
般
若
砂
経
』

の
相
当
部
分
に
も
、
同
じ
く
本
無
と
い
う
言
葉

が
使
わ
れ
て
い
る
。

こ

の
本
無
と
い
う
術
語
が
梵
語
の
 
t
a
t
h
a
t
a
 

の
訳

で
あ
る
こ
と
は
、
の
ち

の
羅
什

・
施
護

・
法
賢
な
ら
び
に
玄
舞
の
訳
本
と
対
照
し
て
分
か
る
こ

と
で
あ
る
が
、
羅
什
は
こ
れ
を
大
如
ま
た
は
如
、
施
護
と
玄
舞
は
真
如
、

法
賢
は
如
実
と
訳
し
て
い
る
。
漢
訳
仏
典
の
場
合
、
た
と
え
そ
れ
が
訳

語
で
あ

つ
て
も
、
意
訳
で
あ
れ
ば
こ
れ
を
訓
釈
的
に
理
解
し
よ
う
と
す

る
習
性
が
中
国
仏
教
者
の
中
に
よ
く
あ
る
。
特
に
注
疏
家
た
ち
に
は
こ

の
傾
向
が
強
い
。

『
肇
論
』
は

「
宗
本
義
」
の
最
初
の
と
こ
ろ

で
、

(
1
)

本
無

・
実
相

・
法
性

・
性
空

・縁
会
、

二
義
耳
。

と
の
べ
た
あ
と
、
本
無
の
意
味
に
つ
い
て
、

実
相
自
無
、
非
推
之
使
無
、
故
名
本
無
。

と
そ
の
語
義
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
意
味
を
さ
ら
に
詮
釈
敷
衛
し
た
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の
が
宋

の
遵
式
で
、
彼
は

『
注
肇
論
疏
』
の
中
で
本
無
の
言
葉
を
取
り

上
げ
、

(
2
)

此
名
有
二
釈
。
一
、
本
謂
本
来
、
無
即
是
寂
。
謂
一
真
心
体
、
三
際
湛
然
。

と
解
釈
し
た
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
本
無
の
二
字
を
読
み
こ
な
せ
ば

「
本

来
無
 (空
寂
)
 で
あ
る
」
と
い
う
意
味
が

二
段
と
明
白
に
な
つ
た
。
中
村

博
士
の

『
仏
教
語
大
辞
典
』
も

こ
の
よ
う
な
解
釈
を
し
て
い
る
。

そ
れ

な
ら
ば
、
な
ぜ
「
宗
本
義
」
の
と
こ
ろ
で
実
相

・
法
性

・
性
空

・
縁
会
な

ど
と
同
義
で
あ
る
と
の
べ
ら
れ
、
ま
た

『
道
行
般
若
経
』
の
同
本
異
訳

の
対
比
に
よ
つ
て
そ
れ
は
真
如
と
同
義
で
あ
る
と
見
ら
れ
て
い
る
本
無

を
、
「不
真
空
論
」
の
と
こ
ろ
で
ま
た
こ
れ
を
批
判
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
か
。
「
宗
本
義
」
で

一
度
肯
定
し
た
本
無
を

「
不
真
空
論
」
で
否
定

す
る
理
由
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
あ
る
い
は

「
本
来
無
で
あ
る
」
と
い

う
読
み
方
の
外
に
、
別
の
読
み
方
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

こ
れ
に
示

唆
を
与
え
て
く
れ
る
の
は
遵
式
の

『
注
肇
論
疏
』
の
前
出
の
続
き
の
文

で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

二
、
本
謂
本
源
、
無
即
沢
絶
。
謂
万
派
帰
源
、
名
相
斯
沢
。

と
あ
る
。

こ
れ
は
「
本
源
が
無
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
に
外
な
ら
な
い
。

遵
式
の
意
と
し
て
は
、
ど
ち
ら
も
本
無
の
語
義
に
つ
い
て
の
正
し
い
解

釈
で
あ

る
と
し
て
い
る
が
、
「宗
本
義
」
の
「
非
推
之
使
無
、
故
日
本
無
」

の
く
だ
り
に
対
し
て
は
 
(
一
)
 の
解
釈
、
す
な
わ
ち
「
本
来
無
で
あ
る
」

の
方
を

こ
れ
に
当
て
て
い
る
こ
と
か
ら
、
(
二
)
 よ
り
も
 
(
一
)
 の
解
釈

が
妥
当

で
あ
る
と
い
う
立
場
を
取
つ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
「
不
真
空
論
」
の
本
無
義

の
と
て
ろ
で
遵
式
も
ま
た
幾
多
の
先
人

注
疏
家
と
同
じ
よ
う
に
、
本
無

の
意
味
を
は
つ
き
り
と
の
べ
な
か
つ
た

の
は
残
念
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
と
く
に
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
万
物
の
本
源
を
無
と
な

す
と
い
う
考
え
方
は
魏
晋
時
代
の
老
荘
学
界
の
中
心
思
想
で
あ
つ
た
こ

と
で
あ
る
。
魏
の
何
髪

・
王
弼
が

「
天
地
万
物
、
皆
以
無
為
本
、
無
也

(
3
)

者
、
開
物
成
務
、
無
往
不
存
者
也
」
と
主
張
し
、
ま
た
斐
顧
の

「
崇
有

論
」
に
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
当
時
の
思
想
界
に
は
「
貴
無
之
論
」

(
4
)

や

「
虚
無
之
言
」
が
は
や
つ
た
。
し
た
が
つ
て
、
「
本
来
無
で
あ
る
」
と

い
う
風
に
理
解
さ
れ
た
本
無
と
い
う
言
葉
は
、
非
有
非
無
の
中
道
空
を

意
味
す
る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
「
本
源
が
無
で
あ
る
」
と
い
う
風

に
理
解
さ
れ
た
本
無
は
、
仏
教
で
言
え
ば
非
有

の
み
を
見
て
非
無
を
見

な
い
但
空
の
見
解
に
当
り
、
ま
た
老
荘
思
想
か
ら
す
れ
ば
、
そ
れ
は
す

な
わ
ち
何
曇

・
王
弼
の
貴
無
論
と
相
通
ず
る
も

の
で
あ
る
。

さ
て
、
『
肇
論
』
が
こ
れ
を
取
り
上
げ
て
論
評
を
加
え
た
本
無
説
の
内

容
を
見
る
と
、
は
じ
め
に
、

(
5
)

本
無
者
、
情
尚
於
無
、
多
触
言
以
賓
無
。

と
あ
る
。
横
超
先
生
は
こ
れ
を
次
に
く
る
二
句
と
あ
わ
せ
て
本
無
論
者

(
6
)

の
主
張
で
あ
る
と
見
て
い
る
が
、
遵
式
の
注
で
は
こ
れ
を
論
主
 (す
な
わ

ち
僧
肇
)
 が
本
無
論
者
の
見
解
を
要
約
し
た
も

の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
最
初

の

「
本
無
者
」
の
三
字
を
ど
う
い
う
風
に
読
む
か
に

つ
い
て
は
、
従
来
の
注
疏
家
た
ち
は
そ
こ
を
素
通
り
に
し
て
下
文
の
解

「
本
無
義
」

考
 
(
林
)
 

二
四
三
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「
本
無
義
」

考
 
(
林
)
 

二
四
四

釈
に
入

つ
て
い
る
た
め
、
そ
の
考
え
方
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

(
7
)

現
代
の
学
者
た
ち
は
概
ね
こ
れ
を

「
本
無
説
は
」
と
か
、
「
本
無
の
一
派

(
8
)

は
」
な
ど
と
訳
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
見
る
と
、
何
れ
も

「
本
無
論
者

の
説
は
ど
う
で
あ
る
か
」
と
い
う
風
に
理
解
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

つ
ま
り
本
無
を
単
に

一
つ
の
学
派
を
指
す
固
有
名
詞
と
し
て
受
け
取
つ

て
い
る

の
で
あ
る
。

こ
れ
を
文
字
通
り
に

「
本
無
と
は
」
と
読
ん
だ
ら

ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
こ
れ
に
続
く
と
こ
ろ
を
、
「
こ
こ
ろ
に
無
を

尚
ぴ
、
無
に
偏
る
説
を
唱
え
る
」
こ
と
を
言
う
、
と
解
し
た
ら
、
そ
の

ま
ま
本
無
二
字
の
語
義
を
解
説
し
た
も
の
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。
こ

と
に
無

を
尚
ぶ
の

一
句
は
本
無
の
定
義
を
示
し
た
も
の
で
、
次
の
二
句

は
そ
れ

の
補
説
で
あ
る
と
見
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
心
無

・
即
色

の
二
説

に
関
す
る
部
分
で
も
、
表
現
こ
そ
違
う
が
、
そ
れ
ぞ
れ
心
無

・

即
色
を
定
義
づ
け
る
よ
う
な
文
章
表
現
に
な
つ
て
い
る
か
ら
、
本
無
の

く
だ
り
だ
け
が
例
外
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。
次
に
、

故
非
有
、
有
即
無
、
非
無
、
無
亦
無
。

と
あ
り
、
「
非
有
」
以
下
は
本
無
論
者
の
説
か
ら
引
用
し
た
も
の
と
思
わ

れ
る
が
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
但
空
説
の
見
解
で
あ
る
。

の
ち
に
本
無
論

者
に
比
定
さ
れ
た
人
た
ち
の
現
存
の
文
献
か
ら
は
こ
の
よ
う
な
文
句
が

見
ら
れ
な
い
か
わ
り
に
、
斐
顧
の

「
崇
有
論
」
の
中
で
、
王
衛
ら
の
貴

(
9
)

無
論
者

が

「於
有
非
有
、
於
無
非
無
、
於
無
非
無
、
於
有
非
有
」
を
主

張
し
、
無
を
宗
と
な
す
と
指
摘
し
た
の
は
興
味
深
い
こ
と
で
あ
る
。
さ

ら
に
、
『
肇
論
』
は
、

尋
夫
立
文
之
本
旨
者
、
直
以
非
有
、
非
真
有
、
非
無
、
非
真
無
也
。
何
必
非

有
、
無
此
有
、
非
無
、
無
復
無
。

と
の
べ
て
あ
る
が
、
遵
式
は
こ
れ
を
二
段
に
分
け
、
前
段
は
正
義
を
開

示
し
た
も
の
、
後
段
は
異
見
を
責
め
た
も
の
と
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、

こ
れ
は
と
も
に
本
無
説
を
論
評
し
た
も
の
で
、
前
段
は
中
道
空
を
明
か

し
た
も
の
で
、
後
段
は
但
空
説
の
誤
り
を
指
摘
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ

し
て
最
後
に
は
、

此
直
好
無
之
談
、
量
謂
順
通
事
実
、
即
物
之
情
哉
。

と
の
べ
て
、
前
述
の
尚
無
 
(無
を
尚
ぶ
)
 の
説

を
好
無
 
(無
を
好
む
)
 の

論
だ
と
既
し
、
き
び
し
く
こ
れ
を
批
判
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
『
肇
論
』
の

「
不
真
空
論
」
で
取
り
上
げ
ら
れ
、

そ
し

て
批
判
さ
れ
た
本
無
の
説
と
、
t
a
t
h
a
t
a
 

の
訳
語

で
あ
る
本
無
の
内
容
と

は
全
く
違
う
も
の
で
あ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
発
生
論
的
に
万
物
は
無

か
ら
生
じ
、
無
を
万
物
の
本
源
と
す
る
老
荘
的
な
貴
無
論
と
も
趣
き
を

異
に
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
『
肇
論
』
を
詳
読
す
れ
ば
自
ず
か
ら
分

か
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
僧
肇
が
取
り
上
げ
た

無
を
尚
ぴ
 (尚
無
)
、
無
に
偏
る
 (賓
無
)
 意
味
で
の
本
無
で
あ
つ
て
、
小

乗
の
但
空
説
を
指
す
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
原
典
の

『
肇
論
』
を

解
釈
し
た
陳
の
恵
達

の

『
肇
論
疏
』
が
、
『
肇
論
』
の
原
意
を
十
分
に
把

握
し
て
い
な
い
ば
か
り
か
、
そ
の
注
釈
の
中
で

私
見
を
加
え

た
た
め

に
、
『肇
論
』
の
正
し
い
理
解
を
さ
ら
に
困
難

に
し
て
し

ま

つ
た
。
恵

達
は
本
無
の
定
義
を
明
ら
か
に
せ
ず
に
、
道
安
を
本
無
説

の
主
張
者
に
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断
定
し
た
。
そ
の
根
拠
と
し
て
恵
達
は
、

本
無
者
、
弥
天
釈
道
安
法
師

「本
無
論
」
云
、
明
本
無
者
、
称
如
来
興
世
、

(1
0
)

以
本
無
弘
教
、
故
方
等
深
経
、
皆
云
五
陰
本
無
、
本
無
之
論
、
由
来
尚
臭
。

と
の
べ
た
。
こ
の
う
ち
、
「
如
来
興
世
」
以
下
は

『
名
僧
伝
』

の
曇
済
伝

か
ら
転
引
し
た
『
七
宗
論
』
の
文
で
あ
る
が
、
恵
達
が
冒
頭
に
「
弥
天
釈

道
安
法

師
…
…
」
の

言
葉
を
つ
け
加
え
た
た
め
に
複
雑
化
し
て
し
ま
つ

た
。
道

安
に

「
本
無
論
」
な
る
著
作
が
あ
つ
た
か
ど
う
か
も
疑
わ
し
い

こ
と
で
あ
る
が
、
仮
に
あ

つ
た
と
し
、
そ
し
て
上
引
の
文
章
が
あ
つ
た

と
し
て
も
、
こ
こ
に
い
う
本
無
と
は
 
t
a
t
h
a
t
a
 

の
訳
語
に
当
た
る
も
の

で
、
僧

肇
の
肯
定
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
『
肇
論
疏
』
は
さ
ら
に
、

盧
山
遠
法
師

「本
無
義
」
云
、
因
縁
之
所
有
者
、
本
無
之
所
無
、
本
無
之
所

無
者
、
謂
之
本
無
。
本
無
与
法
性
、
同
実
而
異
名
也
。

と
の
べ
た
。
本
無
と
法
性
が
同
義
で
あ
る
こ
と
は

『
肇
論
』

の
巻
頭

で

す
で
に
明
ら
か
に
し
て
お
り
、
僧
肇
の
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か

し
、
三
家
義
の

一
で
あ
る
本
無
義
は
僧
肇
の
否
定
す
る
異
説
で
あ
る
は

ず
な
の
に
、
そ
の
主
張
者
に
道
安
を
当
て
る
と
は
前
後
あ
い
矛
盾
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。
し
か
も
そ
の
説
明
の
中
で
道
安

・
慧
遠
の
言
葉

を
引
き
、
本
無
と
法
性
と
は
同
義
で
あ
る
こ
と
を
証
拠
立
て
よ
う
と
す

る
と
こ
ろ
な
ど
は
、
な
お
さ
ら
理
解
に
苦
し
む
と
こ
ろ
が
あ
る
。

こ
れ
に
疑
問
を
抱
い
た
階

の
吉
蔵
は
、
『
中
観
論
疏
』
の
中
で
反
対
に

道
安
を
弁
護
す
る
か
の
よ
う
に
、

安
公
明
本
無
者
、

二
切
諸
法
、
本
性
空
寂
、
故
云
本
無
。
此
与
方
等
経
論
、

(
1
1
)

什

・肇

・
山
門
義
、
無
異
也
。

と
の
べ
、
道
安
を

『
肇
論
』
三
家
義
の
批
判
対
象
か
ら
除
外
し
、
代
わ

り
に
深
法
師
の
説
を
当
て
、
ま
た
唐
の
元
康
は
竺
法
汰
の
説
を
こ
れ
に

当
て
た
。

要
す
る
に
、
『
肇
論
』
が
批
判
対
象
と
し
て
あ
げ
た
本
無
と

蜜
臣
讐
似

の
訳
と
し
て
の
本
無
の
区
別
を
は
つ
き
り
さ
せ
な
か
つ
た
こ
と
、
最
初

の
注
疏
で
あ
る

『
肇
論
疏
』
が
解
釈
の
過
程
で
自
己
矛
盾
を
起
こ
し
た

こ
と
、
の
ち
に
な
つ
て
恵
達
の
説
を
踏
襲
す
る
も
の
と
道
安
を
擁
護
す

る
立
場
を
取
る
注
疏
家
と
の
聞
に
対
立
が
起
き
た
こ
と
な
ど
の
原
因
が

重
な
つ
て
、
つ
い
に
諸
説
紛
紛
た
る
結
果
と
な

つ
た
の
で
あ
る
。

1
 
大
正
蔵
四
五
巻
、

二
五
〇
頁
下
。
以
下
同
。

2
 
続
蔵
経

一
ノ
二
ノ
一
ノ
二
、
一
〇
二
葉
a
。
以
下
同
。

3
 
晋
書
巻
四
三
、
王
術
伝
 (王
戎
伝
附
見
)
。

4
 
晋
書
巻
三
五
、
襲
顧
伝
 (嚢
秀
伝
附
見
)
。

5
 
大
正
蔵
四
五
巻
、

一
五
二
頁
上
。
以
下
同
。

6
 
中
国
仏
教
の
研
究

・
第
二
、
一
六
九
頁
。

7
 
肇
論
研
究
 
(塚
本
善
隆
編
)
、
一
六
頁
。

8
 
不
真
空
論
今
訳
 (漢
唐
仏
教
思
想
論
集
附
録
)
、
二
九

二
頁
。

9
 
前
掲
斐
顧
伝
の
中
の
崇
有
論
。

1
0
 続
蔵
経

一
ノ
二
乙
ノ
二
三
ノ
四
、
四
二
九
葉
b
。
以
下
同
。

1
1
 大
正
蔵
四
二
巻
、
二
九
頁
上
。

「
本
無
義
」
考
 
(
林
)
 

二
四
五

-769-


